
平成30年度　　　数　　学　　問　　題平成29年度 数　　学　　問　　題
試験が始まる前に次の事項をよく読みなさい。

１．解答はすべて解答用紙に記入しなさい。

２．解答用紙の記入にあたっては次の注意事項を守りなさい。

ア．正解の の部分を鉛筆でぬりつぶすこと。

イ．下の解答用紙のぬり方を見て　を正しくぬること。

ウ．記入はＨＢの鉛筆を使用すること。

エ．消すときはプラスチック消しゴムで完全に消すこと。

オ．氏名、中学校名、受験番号、解答記入欄以外には何も書

かないこと。

カ．用紙は折り曲げたり、汚したりしないこと。

ここからは放送で指示があるのでよく聞きなさい。

１．解答用紙に氏名、中学校名を記入しなさい。

２．解答用紙に受験番号を記入し、記入例を見て正しく をぬり

つぶしなさい。

◎受験番号記入例　　　◎解答用紙のぬり方

〔Ⅰ〕～〔Ⅴ〕について

【例題】

〔Ⅰ〕次の問いに答えなさい。

（1）１次方程式　２x＋15＝－９　の解は である。

（1）の１次方程式の解は、x＝－12 なので

解答記入欄の①は－、②は１、③は２をぬりつぶします。

〔Ⅵ〕について

指定された語群から解答の番号を選び解答記入欄をぬりつぶします。
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a〔Ⅰ〕 

q

w

e

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ＋ － ± 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ＋ － ± 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ＋ － ± 

―   1   ―

〔Ⅰ〕　  次の計算をしなさい。

　　　   （1）－5  － 8 ×（－9）＝ ①   ②

　　　   （2）     7× （－ 2
35 ）＋ 2

3 ＝ 

　　　   （3）   2 x －1
3   －   x －1

4  ＝ 
 x －

　　　  （4）（ x ＋4）2－（ x ＋4）（ x ＋2）＝ ⑩  x ＋ ⑪  

　　　  （5）  √ 3̄20̄－ 30
√5̄  ＝ ⑫       ⑬  

　　　  （6）  x 3
y

4×（－3 x y ）2＝ ⑭  x ⑮ y ⑯

③

⑥ ⑦

④

⑧

⑤

⑨



―   2   ―

〔Ⅱ〕　  次の各問いに答えなさい。

　　　   （1）  2次方程式 3 x 2－10 x ＋3＝０を解くと，x ＝  ， ⑲  である。

　　　　　　　　　　　　
a ＋ b =－1

　　　   （2）連立方程式　　　　　　　　  を解くと，a ＝ ⑳    ㉑  ，b = ㉒  である。
　　　　　　　　　　　  －3 a ＋2 b = 8

　　　   （3）√1̄80̄ n̄ が自然数となるような n の値は，n= ㉓  である。

　　　   （4）右の表は，ある高等学校の100名の通学所要時間を

　　　   （4）度数分布表に整理したものである。

　　　   （4）通学所要時間の中央値は  ㉔    ㉕  .  ㉖  である。

　　　   （5）右の図において，∠ x  の大きさは  ㉗    ㉘  °である。

　　　   （6）6％の食塩水500 g から水を蒸発させて15％の食塩水を作るとき，

　　　   （6）  ㉙    ㉚    ㉛  g の水を蒸発させれば良い。

　　　   （7）家から駅まで姉は時速10kmで走り，妹は時速6 kmで歩いたところ，

　　　   （7）妹の方が10分だけ多く時間がかかった。

　　　   （7）このとき，家から駅までの距離は  ㉜    ㉝    ㉞    ㉟  mである。

⑰

⑱

⎫
⎬
⎭

通学所要時間［分］ 度数［人］

以上　　未満

5　〜　10 1

10　〜　15 4

15　〜　20 8

20　〜　25 20

25　〜　30 29

30　〜　35 30

35　〜　40 4

40　〜　45 4

合計 100

120˚

125˚

x



―   3   ―

〔Ⅲ〕　   2つのさいころを投げるとき，次の各問いに答えなさい。

　　　   （1）   2つのさいころの目が異なる確率は   である。

　　　   （2）   2つのさいころの目の積が5になる確率は   である。

　　　   （3）   2つのさいころの目の差が5未満の素数になる確率は   である。

㊱

㊲

㊳

㊴ ㊵

㊶

㊷ ㊸



―   4   ――   4   ―

〔Ⅳ〕　  右の図のように直線 x ＝ a （a ＞０）が放物線 y ＝ x 2，

〔Ⅳ〕　  直線 y ＝2 x －3 と交わる点をそれぞれ点Ｐ，Ｑとする。

〔Ⅳ〕　  このとき，次の各問いに答えなさい。

　　　   （1）   a ＝5 のとき，点Ｐの y 座標は  ㊹    ㊺  である。

　　　   （2）  ＰＱ＝6のとき，a の値は  ㊻  である。

　　　   （3）  直線 y ＝2 x －3と y 軸との交点をＲとする。

　　　   （3）  このとき，四角形ＯＲＱＰが平行四辺形になるときの

　　　   （3）   a の値は  ㊼  である。

〔Ⅴ〕　  右のような図形について考える。次の各問いに答えなさい。

　　　   （1）ＡＤの長さを求めると， ㊽  cm である。

　　　   （2）直線ＡＢを軸に１回転してできる立体の体積は  ㊾   ㊿  πcm 3である。

　　　   （3）（2）の立体の表面積は     πcm 2である。
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―   5   ―

〔Ⅵ〕　  右の図のように， ＡＢＣにＡＢ ＤＣとなるような点Ｄ，およびＡＧ＝ＣＤとなるような点Ｇをとる。

〔Ⅵ〕　  また，ＡＨ＝ＣＥとなるように２点Ｅ，Ｈをとり，ＧＨとＣＤの交点をＪとする。

〔Ⅵ〕　  このとき，ＧＪ ＦＤであることを次のように証明した。この証明を完成させなさい。

〔Ⅵ〕　    に適するものはＡ群から，   に適するものはＢ群から，  に適するものはＣ群から，

〔Ⅵ〕　  それぞれ１つ選びなさい。

 《証明》

　　　　　 ＡＧＨと ＣＤＥにおいて，

　　　　　仮定より，ＡＧ＝ＣＤ・・・・（ⅰ）

　　　　　仮定より，ＡＨ＝ＣＥ・・・・（ⅱ）

　　　　　また，ＡＢ ＤＣで錯角は等しいので，

　　　　　    ・・・・（ⅲ）

　　　　　（ⅰ），（ⅱ），（ⅲ）より，  ので

　　　　　 ＡＧＨ≡ ＣＤＥ

　　　　　合同な図形の対応する角は等しいので，

　　　　　∠ＡＨＧ＝∠ＣＥＤ

　　　　　  が等しいので，

　　　　　ＧＪ ＦＤ

（Ａ群）

　 ①　  ∠ＡＧＨ＝∠ＣＤＥ　　②　  ∠ＡＨＧ＝∠ＣＥＤ　　③　  ∠ＧＡＨ＝∠ＤＣＥ　　④　  ∠ＡＢＣ＝∠ＡＣＢ

（Ｂ群）

　 ①　  ２辺とその間の角がそれぞれ等しい

　 ②　  １辺とその両端の角がそれぞれ等しい

　 ③　  斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい

　 ④　  斜辺と他の１辺がそれぞれ等しい

（Ｃ群）

　 ①　    対頂角　　　　    ②　  同位角　　　　  ③　  錯角　　　　　    ④　倍角
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